
　
む
か
し
、弁
慶
が
、ま
だ
比
叡
山
の
修
行
僧
だ
っ
た

こ
ろ
の
話
で
す
。東
山
道
か
ら
東
海
道
へ
今
の
諏
訪

か
ら
飯
田
を
通
っ
て
、野
を
こ
え
山
を
こ
え
て
修
行

の
旅
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
弁
慶
が
保
久
の
村
ま
で
来
た
時
の
こ
と
で
す
。大

勢
の
人
が
集
ま
っ
て
、わ
い
わ
い
が
や
が
や
と
何
事

か
や
っ
て
い
る
の
で
す
。そ
ば
へ
行
っ
て
み
る
と
、大

き
な
岩
が
三
つ
、道
の
真
ん
中
に
で
ん
と
座
っ
て
い

る
の
で
す
。村
の
若
者
が
数
人
か
か
っ
て
、そ
れ
を
動

か
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。が
、岩
が
あ
ま
り
に
も

大
き
く
て
重
い
た
め
、び
く
と
も
し
ま
せ
ん
。一
人
の

若
者
が
、

「
じ
っ
さ
ま
よ
。い
く
ら
ふ
ん
ば
っ
て
も
び
く
と
も
せ

ん
。ど
う
す
り
ゃ
あ
い
い
か
の
う
。」

「
さ
て
、困
っ
た
も
ん
だ
の
う
。こ
ん
だ
け
大
勢
で
も

動
か
ん
じ
ゃ
、ど
う
す
る
が
い
い
か
の
う
。」

　
村
人
達
は
、た
だ
困
っ
た
困
っ
た
と
言
う
ば
か
り
で
す
。

「
し
ょ
う
が
な
い
。ま
あ
い
っ
ぺ
ん
や
っ
て
み
る
か
。

え
ん
や
こ
ら
し
ょ
。」

　
村
人
は
、岩
を
動
か
そ
う
と
、一
生
懸
命
が
ん
ば
り

ま
す
。で
も
、だ
め
で
す
。岩
は
、び
く
と
も
し
ま
せ
ん
。

　
と
、そ
の
時
、

「
わ
っ
は
っ
は
っ
は
。」

　
と
つ
ぜ
ん
大
き
な
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

村
人
達
が
笑
い
声
の
す
る
方
を
見
る
と
、何
と
大
き

な
旅
の
僧
が
腹
を
か
か
え
て
笑
っ
て
い
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

「
な
、な
、な
に
が
お
か
し
い
。」

　
岩
に
手
を
か
け
て
い
た
一
人
の
若
者
が
ど
な
る
と
、

「
そ
う
だ
、そ
う
だ
。そ
ん
な
に
お
か
し
い
な
ら
お
前

が
や
っ
て
み
ろ
。」

と
、別
の
一
人
が
言
い
ま
し
た
。弁
慶
は
、

「
よ
し
、や
っ
て
や
ろ
う
。と
こ
ろ
で
、こ
の
岩
は
ど

こ
へ
か
た
づ
け
れ
ば
よ
い
か
な
。」

　
本
当
な
ら
川
ぶ
ち
へ
落
と
せ
ば
よ
い
も
の
を
、笑

わ
れ
た
腹
い
せ
に
、

「
あ
の
山
の
尾
根
へ
持
っ
て
行
っ
て
く
れ
。」

と
、西
の
山
を
指
し
ま
し
た
。す
る
と
別
の
一
人
が
、

「
あ
っ
ち
の
山
へ
も
だ
。」

と
、東
の
山
を
指
し
ま
す
。弁
慶
は
三
つ
の
中
の
一
番

大
き
な
岩
を
選
ぶ
と
、両
手
で
軽
々
と
持
ち
上
げ
て

西
の
山
へ
登
っ
て
行
き
ま
し
た
。そ
し
て
、尾
根
ま
で

来
る
と
、岩
を「
ド
ス
ン
」と
投
げ
出
し
ゆ
う
ゆ
う
と

下
り
て
来
ま
し
た
。あ
っ
け
に
と
ら
れ
て
い
る
村
人

を
し
り
目
に
、二
つ
目
の
岩
を
東
の
山
へ
と
持
っ
て

行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。び
っ
く
り
し
た
村
の
長
が
、

「
お
ぼ
う
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。も
う
、

こ
の
岩
は
山
の
上
ま
で
持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
ら
な

く
て
け
っ
こ
う
で
す
。ど
う
か
、あ
の
川
ぶ
ち
に
す

て
て
く
だ
さ
い
。」

と
言
い
ま
し
た
。弁
慶
は
笑
い
な
が
ら
、三
つ
目
の
岩

を「
バ
シ
ッ
」と
手
で
く
だ
き
、西
の
山
へ
ぽ
ん
と
投

げ
あ
げ
ま
し
た
。そ
の
夜
、弁
慶
は
村
の
長
の
家
に
泊

ま
る
こ
と
に
な
り
、大
変
な
も
て
な
し
を
う
け
ま
し
た
。

翌
朝
、弁
慶
は
西
の
山
に
登
り
一
番
大
き
な
岩
の
前

に
立
つ
と
、「
え
い
っ
」と
手
刀
で
岩
を
真
っ
二
つ
に

割
り
経
文
を
ほ
り
、い
ず
こ
と
も
な
く
去
っ
て
行
っ

た
の
で
す
。

　
村
人
達
は
、後
に

そ
の
旅
僧
が
弁
慶
で

あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、

経
文
を
ほ
っ
た
岩
を

「
弁
慶
の
手
刀
岩
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

下山の民話  弁慶の
てがたないわ

手刀岩

「ぬかたの民話 1」より
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小さくても輝くまち

shimoyama

〔参考資料〕額田町史/下山村治概要〔イラスト〕中島純一

〔表紙写真〕　小学校校庭で地域を見つめ続けてきた山桜。地域の
シンボルである山桜の古木と未来をひらく元気な子どもたちと一
緒に撮影しました。約20年前に弱ってしまっていた古木は有志の
手で元気を取り戻し、平成28年1月には「岡崎市ふるさとの景観
資産」及び「ふるさとの名木」にも選定されました。

［作成委員会］太田政敏/岡田正光/小久保好二/
柴田秀和/杉浦立美/高木田洋/竹内昭博/成瀬健/
平木順子/星野孝子/星野光弘/山田伸成/渡辺昭典

　人口減少という現状を踏まえ “地元をもっと好き
になってほしい” “この地へ訪れてほしい” という思
いを込めました。地域を見つめ直す討議を重ねるう
ちに故郷の素晴らしさを再認識でき、仲間と話し
合った時間もかけがえのないものとなりました。下
山の魅力を伝え、未来を描く一冊となれば幸いです。
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□人　口 646人
 男性 326人
 女性 320人
□世帯数 247世帯
□面　積 15.05㎢
[2016年7月1日現在]
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山
下
氏
と
石
川
氏

　

室
町
時
代
に
下
山
郷
は
山
下
氏
の
所

領
で
あ
り
、保
久
に
城（
砦
）が
あ
り
ま
し

た
。寛
喜
年
間（
１
２
２
９
〜
１
２
３
２
）に

し
も
つ
け
の
く
に

下
野
国
古
川（
現
在
の
栃
木
県
）か
ら
山

下
義
通
が
三
河
に
入
り
、初
代
保
久
城
主
と

な
り
ま
し
た
。山
下
氏
は
足
利
将
軍
の
奉
公

衆
と
し
て
中
央
で
勢
力
を
伸
ば
す
一
方
、三

河
四
翼
の
一
角
を
占
め
、中
山
七
ヶ
村（
現

在
の
市
東
部
乙
川
流
域
）に
君
臨
し
ま
し

た
。1
4
6
1
年（
寛
正
２
）に
は
、重
久
が

お
ぎ
ゅ
う

大
給
の
長
坂
氏
、岩
倉
の
戸
田
氏
と
と
も

に
松
平
信
光
と
つ
ぶ
ら
が
わ

円
川
で
戦
い
、山
下
氏
は

滅
び
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
子
重
勝
と
重

仲
は「
や
な
せ

簗
瀬
」と
姓
を
変
え
、世
を
忍
ん
で
暮

ら
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
1
6
5
1
年（
慶
安
4
）に
伊
勢・亀
山
か

ら
石
川
さ
と
う
じ

総
氏
が
保
久
に
入
り
、3
0
0
0

石（
後
に
4
0
0
0
石
）を
所
領
。知
行

地
は
額
田
、加
茂
、幡
豆
の
32
か
村
に
及
び
、

保
久
に
陣
屋
を
置
い
て
、用
人
が
幕
末
ま
で

政
務
を
行
い
ま
し
た
。明
治
以
降
、陣
屋
は

下
山
村
役
場
と
な
り
、現
在
、下
山
保
育
園

の
石
垣
の
一
部
に
遺
構
が
残
っ
て
い
ま
す
。

 

郷
榮
会
に
つ
い
て

　
明
治
41
年
２
月
、「
村
民
ノ
幸
福
利
益
ヲ

増
進…

自
治
ノ
本
旨
ヲ
遂
」
を
目
的
に
設

立
さ
れ
た
自
主
組
織
。
村
長
の
浅
見
浅
次

郎
が
提
唱
し
、吏
員
、区
長
、議
員
、教
員
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
村
の
有
力
者
で
構
成
さ
れ
、
産

業
振
興
、風
俗
矯
正
、敬
神
愛
国
、学
事
普
及
、

相
互
扶
助
、
勤
倹
貯
蓄
な
ど
、
住
民
生
活

の
各
般
に
亘
る
勧
奨
実
行
を
目
標
と
し
て

結
成
。
こ
れ
以
降
、
村
内
に
は
風
俗
矯
正

会
、
戸
主
会
、
同
仁
会
、
青
年
会
、
処
女
会
、

母
会
な
ど
を
順
次
結
成
。
組
織
が
強
化
さ
れ
、

後
の
自
治
運
営
の
基
礎
と
な
り
ま
し
た
。

　
や
な
せ

簗
瀬 

た
み
ま
つ
ろ
う

民
松
郎
村
長
の
発
案
で
発
行
さ

れ
た
公
報
。提
案
、提
言
、詩
歌
、随
筆

や
、戦
地
か
ら
の
便
り
な
ど
も
掲
載
さ

れ
、さ
な
が
ら
文
芸
誌
の
趣
す
ら
感
じ

ら
れ
る
も
の
で
す
。当
時
、他
の
町
村

に
は
例
を
見
な
い
先
駆
的
な
試
み
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
こ
に
は
住

民
に
自
主
自
立・自
治
の
意
識
を
高
め

る
効
果
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。昭
和
10

年
10
月
か
ら
合
併
閉
村
の
31
年
９
月

ま
で
発
行
さ
れ
、平
成
17
年
に
は
全
巻

が
復
刻
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

column

村
報『
郷
榮
』…

村報『郷榮』の第1号

33

一
八
七
二
年
▪
明
治
5 

学
制
発
布
。
8
月
22
日
に
下
山
小
学
校
の
前
身
で
あ
る

 

ほ
っ
き
ゅ
う

保
久
郷
学
校（
移
風
学
校
）
が
開
校
す
る

一
八
七
八
年
▪
明
治
11 

 

い

が

や

 

伊
賀
谷
と

な
か
ほ
っ
き
ゅ
う

中
保
久
が 

な
か 

い 

中
伊
村
に
、も

も

が

く

ぼ

桃
ヶ
久
保
は 

お 

く 

だ 

小
久
田
村
と
な
る

一
八
八
〇
年
▪
明
治
13 

保
久
郷
学
校
を
保
久
学
校
と
改
称

一
八
八
九
年
▪
明
治
22 

町
村
制
施
行
に
よ
り
、額
田
郡
下
山
村
が
誕
生
す
る

一
八
九
二
年
▪
明
治
25 
新
村
に
併
せ
て
3
校
を
統
合
し
、下
山
尋
常
小
学
校
と
な
る

一
八
九
三
年
▪
明
治
26 
小
学
校
の
校
舎
が
現
在
の
位
置
に
新
築
移
転
さ
れ
る

一
八
九
九
年
▪
明
治
32 

小
学
校
に
高
等
科（
3
年
）
を
設
置
し
、

 

下
山
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

一
九
〇
八
年
▪
明
治
41 

自
治
組
織「

き
ょ
う
え
い
か
い

郷
榮
会
」発
足
。小
学
校
に
高
等
補
修
科（
1
年
）
を
併
設

一
九
一
〇
年
▪
明
治
43 

小
学
校
校
舎（
障
子
の
学
校
）竣
工…

　

 

保
久
駐
在
所
設
置

一
九
一
五
年
▪
大
正
4 

下
山
村
産
業
組
合（
農
協
の
前
身
）創
設

一
九
二
二
年
▪
大
正
11 

下
山
に
初
め
て
電
灯
が
つ
く

一
九
二
八
年
▪
昭
和
3 

下
山
村
役
場
に
電
話
を
敷
設
。
ま
た
、保
久
郵
便
取
扱
所
を
開
所

一
九
三
四
年
▪
昭
和
9 

隣
保
事
業
組
合
創
設
。下
山
母
子
保
健
所（
隣
保
館
）開
設…

　

一
九
三
五
年
▪
昭
和
10 

村
報『

き
ょ
う
え
い

郷
榮
』創
刊（
昭
和
19
年
2
月
〜
29
年
9
月
は
休
刊
）…

一
九
三
八
年
▪
昭
和
13 

町
村
制
施
行
50
年
に
際
し
、模
範
村
と
し
て

 

県
内
で
唯
一
内
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

一
九
四
七
年
▪
昭
和
22 

学
校
教
育
法
に
よ
り
、下
山
小
学
校
と
改
称
。新
制
下
山
中
学
校
創
立

一
九
五
一
年
▪
昭
和
26 

下
山
小
学
校
の
赤
い
屋
根
の
校
舎
竣
工…

一
九
五
六
年
▪
昭
和
31 

町
村
合
併
促
進
法
に
よ
り
、
4
村
が
合
併
し
額
田
町
発
足

一
九
五
七
年
▪
昭
和
32 

桃
ヶ
久
保
が
形
埜
学
区
か
ら
下
山
学
区
と
な
る

一
九
五
八
年
▪
昭
和
33 

保
久 

| 

土 

| 

東
岡
崎
の
バ
ス
路
線
開
通

一
九
六
二
年
▪
昭
和
37 

新
生
活
運
動
指
定
地
区
と
な
り
、全
国
町
村
長
会
よ
り
表
彰
さ
れ
る

一
九
六
三
年
▪
昭
和
38 

有
線
放
送
開
始
。小
学
校
に
現
校
歌
が
で
き
る

一
九
六
五
年
▪
昭
和
40 

下
山
保
育
園
開
園
。小
学
校
校
訓
が「
み
ん
な
仲
よ
く
力
い
っ
ぱ
い
」と
な
る

一
九
六
九
年
▪
昭
和
44 

下
山
中
学
校
に
額
田
町
最
初
の
プ
ー
ル
完
成

 

兵
藤（
旧
姓
前
畑
）秀
子
氏
が
泳
ぎ
初
め
を
行
う…

一
九
七
二
年
▪
昭
和
47 

下
山
中
学
校
を
閉
校
し
、新
額
田
中
学
校
に
統
合

一
九
七
七
年
▪
昭
和
52 

外
山
で
土
地
改
良
モ
デ
ル
事
業
が
始
ま
る

一
九
八
〇
年
▪
昭
和
55 

小
学
校
校
舎
を
改
築
し
、現
在
の
鉄
筋
校
舎
を
竣
工
す
る

一
九
九
〇
年
▪
平
成
2 

中
伊
西
に
額
田
北
部
工
業
団
地
が
操
業
を
開
始

一
九
九
四
年
▪
平
成
6 

社
会
体
育
施
設
の
下
山
地
区
体
育
館
が
完
成

二
〇
〇
二
年
▪
平
成
14 

小
学
校
が
開
校
1
3
0
周
年
を
迎
え
る

二
〇
〇
六
年
▪
平
成
18 

市
町
村
合
併
特
例
法
に
よ
り
、額
田
町
と
岡
崎
市
が
合
併
し
新
岡
崎
市
誕
生

二
〇
〇
九
年
▪
平
成
21 

さ
さ
ゆ
り
バ
ス（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
下
山
地
区
線
）
の
運
行
開
始

二
〇
一
二
年
▪
平
成
24 

豊
田
・
岡
崎
地
区
研
究
開
発
施
設
用
地
の
造
成
事
業
が
始
ま
る

11

22
33

44

55

下
山
の
な
り
た
ち

理
想
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
目
指
す

こ
の
年
に
保
久
、
一
色
、

外
山
の
消
防
組
を
設
立

し
ま
し
た戦

後
の
昭
和
21
年
に
は

青
年
団
と
婦
人
会
が
再

結
成
さ
れ
ま
し
た

新
村
は
保
久
、
冨
尾
、
蘭

（
あ
ら
ら
ぎ
）、田
折
、田
代
、

蕪
木（
か
ぶ
ら
き
）、
外
山
、

一
色
、中
伊
で
構
成

蘭
、
田
折
、
田
代
、
蕪
木

は
東
加
茂
郡
下
山
村
に

編
入
さ
れ
ま
し
た

こ
の
年
、
下
山
小
学
校
に
旧
校
訓

「
心
カ
ラ
セ
ヨ
」
の
碑
を
建
立

ベ
ル
リ
ン
五
輪
の
金
メ

ダ
リ
ス
ト
、
前
畑
さ
ん

赤ちゃんの無事誕生を願う妊婦さん
の心強い施設、下山母子保健所

赤い屋根の校舎の全景昭和28年頃に始まったパン給食。子
どもたちのコッペパン初体験だった

自由形の模範泳法を披露した前畑
さん。多くの人たちが集まった

廊下の間が障子で仕切られていた
教室。昭和26年の改築まで使用22 114455
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里
山
の
風
景
と
歴
史
を
巡
る

　
野
山
に
咲
く
花
、吹
き
渡
る
風
、鳥
の
さ
え
ず
り
か
ら
四
季
を
感
じ
ら
れ
、地
域
交
通

「
さ
さ
ゆ
り
バ
ス
」が
の
ど
か
に
走
る
山
間
の
集
落
。そ
の
歴
史
は
古
く
、室
町
時
代
か
ら

明
治
時
代
ま
で
の
貴
重
な
史
跡
も
点
在
し
て
い
ま
す
。現
在
工
事
中
の
ト
ヨ
タ
テ
ス
ト

コ
ー
ス
に
は
地
域
活
性
化
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

   山下家墓所（市指定文化財）
室町時代の保久領主・山下家の墓。
墓石に関東型と三河型がある

dd    保久八幡宮
明治29年の建築。回り舞台や太夫
座のある農村舞台は市指定文化財

cc   りんぽ館
旧下山村の保健医療施設を復元し
た地域活動の拠点。レトロな建物

ee   古道
昔の間道。「小さなやまがのウォーキ
ング」のコースになることも

FF    庚申塔
三猿を彫った石碑と椎の木が目印。
保久-冨尾間の旧道の峠にある

aa

ささゆりバス
野山を縫うように各町を経由し、岡崎市街地
へ通う地域公共交通。平日のみ運行

   保久陣屋跡
1651年（慶安4）から幕末に三河32
か村を所領した石川氏の陣屋跡

BB

   中伊のビュースポット
中伊町入坂地内の東方遠望。本宮山や四季折々の眺望に癒される
hh

   七ツ蔵窯（炭焼きの森）
市環境共生育成拠点。本窯やドラム
缶窯で炭焼体験もできる

gg

　岡崎・豊田両市域にまたが
る約660haの敷地に建設予定
のトヨタ自動車（株）の研究開
発施設。平成19年に始まった
内陸工業団地開発事業で、県
企業庁により平成37年の供用
開始を目指して造成工事が進
められています。

南側から見た完成予定のテストコースのジオラマ

　

 

保
久
川
沿
い
の
桜
並
木

約
5
0
0
ｍ
に
わ
た
っ
て
見
事
な
花
を
咲
か
せ

る
桜
。約
30
年
前
に
地
元
有
志
が
植
栽

ii

ささゆりバス運行路

下
山
ま
ち
も
の
が
た
り
マ
ッ
プ

古道

トヨタテストコースとは…

山
桜

下
山
小
学
校

柴田酒造場
（→特集）

庚申塔

保
久
八
幡
宮 

農
村
舞
台

七
ツ
蔵
窯
（
炭
焼
き
の
森
）

熊野神社

津嶋神社

白山神社

中伊のビュースポット

工業団地

県道の
開削記念碑

神明宮

神明社

若
宮
社

外山八幡宮

山下家墓所

りんぽ館
陣
屋
跡
保
育
園

保
久下山

弁
慶
の
手
刀
岩

（
↓
後
記
）

古道

一色町

中伊町中伊西町

ほ
っ
き
ゅ
う

保
久
町

とんびゅう
冨尾町

（桃ヶ久保）

外山町

県
道
大
見
岡
崎
線

トヨタテストコース予定地

桜
並
木

県
道
蘭
鍛
埜
線

県道一色小
久
田
線

市道中伊西
一
色
線

さ
さ
ゆ
り
バ
ス
運
行
路

保久川

学
区
市
民
ホ
ー
ム

45
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春

秋

山
桜
を
愛
で
る
会

　
樹
齢
3
0
0
年
の
山
桜
を

め愛
で
る
春

ま
つ
り
。
毎
年
4
月
第
2
日
曜
に
開
催

さ
れ
、約
6
0
0
人
が
観
て
、食
べ
て
、

飲
ん
で
楽
し
む
観
桜
会
で
す
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
三
味
線
や
太
鼓
な
ど
の
音
楽
演

奏
や
踊
り
、
小
学
生
の
ク
ラ
ブ
紹
介
や

合
唱
を
披
露
。
バ
ザ
ー
で
は
地
元
の
山

菜
、
野
菜
、
地
酒
な
ど
が
好
評
で
す
。

ま
た
風
流
な

の
だ
て
野
点
席
も
人
気
が
あ
る

ほ
か
、
還
暦
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
に

よ
る
餅
投
げ
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
す
。

里
山
の
暮
ら
し

下
山
の
魅
力

岡
崎
市
47
学
区
の
う
ち
、
人
口
最
少
の
下
山
学
区
。

こ
こ
に
は
人
の
営
み
と
自
然
が
調
和
し
た
暮
ら
し
、
歴
史
文
化
を
象
徴
す
る

酒
蔵
、
地
域
ぐ
る
み
の
教
育
、
活
発
な
地
域
活
動
な
ど
が
あ
り
、

小
さ
い
な
が
ら
も
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

季
節
の
イ
ベ
ン
ト

　
標
高
約
3
5
0
ｍ
の
な
だ
ら
か
な
山
間
に
位
置
し
な
が

ら
、
市
街
地
ま
で
約
15
㎞
と
い
う
生
活
環
境
も
魅
力
の
下

山
。
夏
は
朝
日
が
照
ら
す
乙
川
の
川
霧
、
冬
は
酒
蔵
の
蒸
気

が
覆
う
山
並
み
な
ど…

四
季
折
々
の
情
景
が
広
が
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
の
生
活
の
醍
醐
味
と
い
え
ば
〝
自
然
と
の
共
生
〞

と
〝
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
〞
に
あ
り
ま
す
。
住
民
の
多
く
は

田
畑
を
持
ち
、
山
の
恵
み
も
い
た
だ
き
な
が
ら
自
給
自
足
の
知

恵
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
「
ゆ
い
が
え
し

結
返
し
（
方

言
で
は
、
い
い
が
え
し
）」
と
い
う
言
葉
が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
   〝
田
植
え
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
ら
稲
刈
り
で
お
返
し

す
る
〞
と
い
っ
た
、
人
の
優
し
さ
に
気
持
ち
で
応
え
る
こ
と
を

表
現
す
る
言
葉
で
す
。
周
囲
を
気
遣
い
な
が
ら
協
力
す
る
団
結

力
も
下
山
の
伝
統
な
の
で
す
。
今
日
も
地
域
の
と
あ
る
家
庭

で
は
、
朝
採
れ
の
山
の
幸
や
、
お
す
そ
わ
け
の
野
菜
が
食
卓

に
並
び
ま
す
。
こ
う
し
て
自
然
と
人
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら

れ
る
里
山
の
暮
ら
し
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
さ
く
て
も
大
き
く
輝
く

　
初
め
て
こ
の
地
を
訪
れ
た
人
、
久
し
ぶ
り
に

再
会
す
る
ふ
る
さ
と
の
友…

、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
す
。
桜
に
集
う

素
晴
ら
し
い
会
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

〝
下
山
の
秋
〞
を
山
歩
き
で
満
喫

す
る
地
域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
。
11
月

の
最
終
日
曜
に
開
催
し
、
毎
年
、
約

5
〜
10 

km
の
コ
ー
ス
を
設
定
。
黄
、赤
、

緑
の
色
合
い
が
美
し
い
紅
葉
の
ほ
か
、

近
世
の
古
道
や
農
村
舞
台
な
ど
の
史

跡
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。
会
場
で
は
小

学
生
が
作
っ
た
お
米
、
野
菜
な
ど
の

特
産
品
が
並
ぶ
バ
ザ
ー
や
抽
選
会
な

ど
も
実
施
。
約
3
0
0
人
の
参
加
者

が
、
の
ん
び
り
と
し
た
里
山
の
休
日

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

小
さ
な
や
ま
が
の

　
　

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

人
と
つ
な
が
る
教
育

　
地
域
の
子
ど
も
が
通
う
の
は
、
全
校
児

童
20
名
の
、
市
内
で
一
番
小
さ
な
下
山
小

学
校
で
す
。
自
然
を
生
か
し
た
交
流
活
動

が
盛
ん
な
下
山
小
で
は
、
地
域
の
人
た
ち

も
学
校
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
学
区
全
体
で
家
族
の
よ
う
に
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も

た
ち
の
自
立
心
を
育
ん
で
い
ま
す
。

地域のおじいちゃん、
おばあちゃんに手伝っ
てもらい、10aの田ん
ぼで米作り

老
舗
の
酒
蔵

　
1
8
3
0
年
（
天
保
元
年
）
創
業
。
岡

崎
最
北
の
山
里
に
江
戸
時
代
よ
り
蔵
を
構

え
る
柴
田
酒
造
場
。
所
在
地
名
で
も
あ
る

か
ん
ず
い

神
水
を
仕
込
水
に
、
熱
心
な
蔵
人
た
ち
が

代
表
銘
柄
「

こ
う
の
つ
か
さ

孝
の
司
」
を

か
も醸

し
て
い
ま
す
。

現
在
は
日
本
に
と
ど
ま
ら
ず
、
海
外
に
も

出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
幅
広
い
層
に

〝
孝
の
司
フ
ァ
ン
〞
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
環
境

　
下
山
の
自
然
環
境
は
地
球
規
模
で
み
て

も
誇
れ
る
も
の
で
す
。
日
本
固
有
種
で
絶

滅
危
惧
種
で
あ
る
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど

も
確
認
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
ま
た
野

に
咲
く
可
憐
な
花
々
、
庭
先
に
舞
い
降
り

る
野
鳥
、
瞬
く
満
天
の
星
な
ど
、
当
た
り

前
の
よ
う
に
あ
る
自
然
を
地
域
の
人
々
は

大
切
に
思
っ
て
い
ま
す
。

長
興
寺
住
職 

杉
浦
立
美
さ
ん
の
お
話

　
わ
ず
か
7
集
落
の
小
さ
な
学
区
で
す
が
、
住
民
は
自
主
・
自
立
の
気
概

と
共
助
の
気
持
ち
を
持
っ
て
慎
ま
し
く
生
活
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

の
自
立
が
〝
輝
き
〞
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
集
ま
り
が
〝
大
き
な
光
〞
を
生

ん
で
地
域
全
体
を
照
ら
す
こ
と
が
里
山
の
暮
ら
し
で
あ
り
、
そ
の
理
想
を

胸
に
地
域
の
持
続
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ササユリ

軒先に杉玉が吊るされる店舗

丹
精
込
め
た
酒
造
り

酒
蔵

ホトケドジョウ

柴
田
酒
造
場 

柴
田
秀
和
さ
ん
の
お
話

　
明
治
時
代
に
当
家
が
東
京
に
進
出
し
た
際
、酒
造
を

絶
や
さ
ぬ
よ
う
に
と
地
元
有
志
4
人
が
山
保
合
資
会
社

を
設
立
し
て
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。地
域
に
愛
さ
れ
て

き
た
酒
蔵
と
し
て
、今
後
も
日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

下
山
小
学
校 

平
木
教
頭
先
生
の
お
話

　
都
市
部
の
学
校
と
の
交
流
な
ど
、多
様
な
個
性
と
ふ

れ
あ
う
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。ま
た
小
規
模
を

生
か
し
、全
児
童
が
放
送
当
番
や
司
会
な
ど
校
内
で
役

割
を
担
う
の
で
、伝
え
る
力
や
責
任
感
が
育
ち
ま
す
。

保
久
町

星
野
光
弘
さ
ん
の
お
話

　
岡
崎
市
は
望
ま
し
い
森

林
の
姿
と
し
て「
め
ぐ
み
、

う
る
お
い
、や
す
ら
ぎ
が
共

生
す
る
岡
崎
の
森
」を
掲
げ

て
い
ま
す
。す
で
に
そ
の
条

件
が
そ
ろ
っ
た
下
山
で
は
、

贅
沢
な
ま
で
の
自
然
環
境

の
中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

主催者から

　
下
草
刈
り
や
倒
木
除
去
で
道
を
整
備
し
、

地
域
を
あ
げ
て
お
迎
え
し
ま
す
。
地
元
の
人

も
滅
多
に
行
か
な
い
山
道
を
歩
く
面
白
い
経

験
が
で
き
ま
す
。
下
山
名
物
も
あ
り
ま
す
よ
。

主催者から
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